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コアCPI（除.生鮮食品）の前年比は+0.5%と前月から上昇率
を縮小し、2017年7月以来の低水準となった。背景はエネルギー
価格の下落。昨年後半の原油安の影響が時間差を伴って足元の
電気代、都市ガス代の下落に波及している。

コアコアCPI（除.生鮮食品・エネルギー）は前年比+0.5%と前月
（+0.5％）から伸びは横ばいで趨勢に変化はない。内訳では、耐
久消費財の一部値上がりもみられる。また公共サービスの伸びが低
下しているが前年同月の値上がりが剥落した影響が大きい。

先行きでは電気・都市ガス代の下落はこの先数か月下落しコアCPI
の下押し圧力になるとみられる。原材料費や人件費の上昇を価格
に転嫁する動きは一部にみられるものの、全体的な動きには広がら
ず。10月に消費増税を控えるが、消費税除きの物価は先行きでも
0％台半ばを中心とした推移が続く見通し。
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原油価格は昨年末に
かけて大きく下落


